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(57)【要約】
【課題】送受信条件の変更を伴うズームモードを有する
超音波診断装置において、操作性を向上する。
【解決手段】ズームモード実行中において、トラックボ
ールの操作開始が判定されると（Ｓ２ａ）、自動的な移
行制御が実行され（Ｓ３）、すなわちズームモードから
通常モードへ自動的に切替わる（Ｓ３ｂ）。その場合に
おいて、実際の画像切替に先立って関心領域マーカー５
０が先行表示される（Ｓ３ａ）。トラックボールの操作
の終了が判定された場合（Ｓ２ｃ）、自動的な復帰制御
が実行され（Ｓ４）、すなわち通常画像からズーム画像
へ自動的に切替わる（Ｓ４ｂ）。それに先立って関心領
域マーカーが先行して消去されてもよい（Ｓ４ａ）。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全体範囲に対して送受波を行って得られたデータに基づいて全体画像を形成する通常モ
ードと、前記全体範囲内の関心領域に対して送受波を行って得られたデータに基づいてズ
ーム画像を形成するズームモードと、を有する超音波診断装置において、
　ユーザーによって前記全体画像上において関心領域マーカーを移動させることにより前
記関心領域を設定するためのユーザー入力手段と、
　前記ズームモードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作開始が判定された場合
に、当該超音波診断装置の動作モードを前記ズームモードから前記通常モードへ移行させ
る移行制御手段と、
　前記通常モードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作完了が判定された場合に
、当該超音波診断装置の動作モードを前記通常モードから前記ズームモードへ復帰させる
復帰制御手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
  前記ズームモードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作開始が判定された場合
に、前記全体画像の表示開始前に、前記通常モードへの移行を予告するための移行予告情
報がユーザーに対して提供される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２記載の装置において、
　前記移行予告情報の提供は前記関心領域マーカーの先行表示である、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３記載の装置において、
　前記移行制御手段は、前記ズームモードの実行中において前記入力手段の操作開始が判
定された場合に、最初に、前記ズーム画像上に前記関心領域マーカ―が先行表示されるよ
うに制御を実行し、次に、前記ズーム画像が前記全体画像に切り替えられると共に当該全
体画像上に前記関心領域マーカ―が引き続いて表示されるように制御を実行する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項２乃至４のいずれか１項に記載の装置において、
　前記通常モードの実行中において前記入力手段の操作完了が判定された場合に、前記ズ
ーム画像の表示開始前に、前記ズームモードへの復帰を予告するための復帰予告情報がユ
ーザーに対して提供される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項５記載の装置において、
　前記復帰予告情報の提供は前記関心領域マーカーの先行消去である、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項１記載の装置において、
　前記移行制御手段は、
　前記ユーザー入力手段に対して前記関心領域の位置を変更する情報が入力された場合に
前記操作開始を判定する手段と、
　前記操作開始が判定された場合に送受信部に対して前記全体範囲に対して送受波を行う
ための新たな送受信条件が設定されるように制御を行う手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
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　請求項１記載の装置において、
　前記復帰制御手段は、
　前記ユーザー入力手段における前回操作時からの経過時間に基づいて前記ユーザー入力
手段の操作完了を判定する手段と、
　前記操作完了が判定された場合に送受信部に対して前記関心領域に対して送受波を行う
ための新たな送受信条件が設定されるように制御を行う手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
　第１範囲に対して送受波を行って得られたデータに基づいて第１画像を形成する第１モ
ードの実行を制御する第１モード実行制御手段と、
　前記第１範囲内の関心領域に対して送受波を行って得られたデータに基づいて第２画像
を形成する第２モードの実行を制御する第２モード実行制御手段と、
　前記関心領域の位置及びサイズの少なくとも一方を変化させるユーザー入力を受け付け
るユーザー入力手段と、
　前記第２モードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作開始が判定された場合に
、当該超音波診断装置の動作モードを前記第２モードから前記第１モードへ移行させる移
行制御手段と、
　前記第１モードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作完了が判定された場合に
、当該超音波診断装置の動作モードを前記第１モードから前記第２モードへ復帰させる復
帰制御手段と、
  前記第２モードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作開始が判定された場合に
、前記第１画像の表示開始前に、前記第１モードへの移行を予告するための移行予告情報
をユーザーに対して提供する提供手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】
　請求項９記載の装置において、
　前記提供手段は、前記第１モードの実行中において前記入力手段の操作完了が判定され
た場合に、前記第２画像の表示開始前に、前記第２モードへの復帰を予告するための復帰
予告情報をユーザーに対して提供する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、特に、送受信条件の変更を伴うズームモードを備える
超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
  通常、超音波診断装置にはズームモードが搭載されている。その機能を利用して、表示
された超音波画像の一部分を拡大表示することが可能である。より詳しくは、ズームモー
ド（ズーム方式）には２種類がある。すなわち、送受信条件の変更によって拡大表示を行
うズーム方式（書き込みズーム方式）と、送受信条件を維持して表示処理によって拡大表
示を行うズーム方式（読み出しズーム方式）と、がある（例えば特許文献１を参照）。
【０００３】
　後者の読み出しズーム方式においては、全体画像中の一部分のデータが切り出されてそ
れが拡大表示される。その場合、ビーム走査範囲、診断深さ、ビーム密度、送信フォーカ
ス点の深さ等の送受信条件を変更する必要はないが、どうしても画質は低下してしまう。
【０００４】
　前者の書き込みズーム方式においては、基本的には、拡大する部分だけに対して送受信
が行われるように送受信条件が変更され（例えばビーム走査範囲が狭められ且つビーム密
度が高められる）、その上で超音波の送受波が行われる。これにより高画質をもったズー
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ム画像を得られる。その場合には、新しく設定された関心領域に応じて送受信条件を再計
算して各モジュールに対して必要な再設定を行わなければならず、関心領域の設定後にお
いて画像更新までにタイムラグが生じ得る。
【０００５】
　書き込みズームモードのまま、走査面（ズーム前の初期走査面）上における関心領域の
位置や大きさを変更することも可能であるが、制御部がそれらの変化を検知する都度、上
記の再計算及び再設定が自動的に実行されてしまうので、表示されている画像の切り替わ
りが非常に不自然となる。つまり、ズーム画像の変更が滑らかではなくなり、ユーザーに
ストレスを与える原因となる。また、書き込みズームモードを維持した状態で関心領域の
位置を変更する場合、ユーザーにおいて実空間における関心領域の位置を認識し難いため
、関心領域を所望の位置に迅速かつ正確に設定することが難しい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－０３６４７２号公報
【特許文献２】特開平５－１２７６６１号公報
【特許文献３】実開平５－７０５１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記問題を回避するために、ズームモードからいったん抜け出て通常モードつまり非ズ
ーム状態に戻して全体画像を表示させ、その全体画像上で関心領域を再設定した上で、ズ
ームモードに再び移行するという一連の操作を行うことも可能である。
【０００８】
　しかしながら、その場合、ユーザーは、関心領域の設定前にズームモードから通常モー
ドへ移行するための操作を行わなければならず、また、関心領域の設定後に通常モードか
らズームモードへ復帰するための操作を行わなければならない。関心領域を変更する都度
、常にそのような２つの操作が強いられるのでは、操作性が低下し、ユーザーの負担が増
大してしまう。リアルタイムで画像表示を行っている場合、例えば、片手でプローブが保
持され、もう一方の手で操作パネル（特にトラックボール）が操作される。それらの操作
に専念するためには、できる限りモード切替等のユーザー操作を少なくすることが望まれ
る。
【０００９】
　なお、ズームモードから通常モードへの移行時及び通常モードからズームモードへの復
帰時においては、上記のように、送受信条件の再計算や再設定が必要になるので、動作モ
ードの変更を判断してから実際に画像が更新されるまでに若干のタイムラグが不可避的に
生じる。そのようなタイムラグはユーザーにおいて不安感あるいはストレスを生じさせる
ものである。
【００１０】
　特許文献２には、超音波診断装置において、ズームエリアの再設定時にユーザーのスイ
ッチ操作によりズームモードから通常モードへ移行させ、ズームエリアの再設定後にユー
ザーのスイッチ操作により通常モードからズームモードへ復帰させる制御が開示されてい
る。同文献には、変形例として、ズームモードにおいてトラックボールが操作された場合
に自動的にズームモードから通常モードに切り替えることも開示されている（第００２４
段落）。但し、同文献には、通常モードからズームモードへの自動復帰を実現する構成に
ついては記載されていないし、モード自動切替の予告についても記載されていない。
【００１１】
　特許文献３には、超音波診断装置において、トラックボールの移動量がゼロになった場
合に表示内容を更新することが開示されている。しかしながら、トラックボールの停止に
よって動作モードを自動的に切り替えることまでは開示されていない。
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【００１２】
　本発明の目的は、ズーム画像の表示に際してユーザーの操作上の負担を軽減することに
ある。あるいは、ユーザーの明示的なモード変更入力なくして自動的に動作モードが変更
されるようにすることにある。あるいは、自動的な動作モードの変更に際してその事態を
早期にユーザーに報知して画像切り換わりの遅れに伴う不安感やストレスを緩和できるよ
うにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　（１）本発明は、全体範囲に対して送受波を行って得られたデータに基づいて全体画像
を形成する通常モードと、前記全体範囲内の関心領域に対して送受波を行って得られたデ
ータに基づいてズーム画像を形成するズームモードと、を有する超音波診断装置において
、ユーザーによって前記全体画像上において関心領域マーカーを移動させることにより前
記関心領域を設定するためのユーザー入力手段と、前記ズームモードの実行中において前
記ユーザー入力手段の操作開始が判定された場合に、当該超音波診断装置の動作モードを
前記ズームモードから前記通常モードへ移行させる移行制御手段と、前記通常モードの実
行中において前記ユーザー入力手段の操作完了が判定された場合に、当該超音波診断装置
の動作モードを前記通常モードから前記ズームモードへ復帰させる復帰制御手段と、を含
むことを特徴とする。
【００１４】
　上記構成によれば、ズームモードの実行中において、ユーザーによってユーザー入力手
段（望ましくは関心領域の位置を変更するためのトラックボール）の操作が開始されると
、それが判定されて移行制御が実行され、これにより動作モードがズームモードから通常
モードへ自動的に切り替わる。また、ユーザー入力手段の操作が終了すると、それが判定
されて復帰制御が実行され、これにより動作モードが通常モードからズームモードへ自動
的に切り替わる。モードの切り替わりに際して、モード変更操作（例えばスイッチ操作）
を行う必要がないので、ユーザーの負担を軽減できる。モード復帰後に再びユーザー入力
手段の操作を開始すれば上記同様に動作モードが再び通常モードに移行し、その後のユー
ザー入力手段の操作の終了をもって上記同様に動作モードが再びズームモードに復帰する
。このような操作追従型のモード切替により操作性を極めて向上できる。
【００１５】
　例えば、トラックボールの移動量が所定量を超えた場合に操作開始を判定するようにし
てもよい。また、トラックボールの操作が所定時間無かった場合に操作終了を判断するよ
うにしてもよい。判定基準あるいは判定感度をユーザーにおいて変更できるように構成す
るのが望ましい。通常画像への切り替えの前後にわたってトラックボールの操作を継続し
て行えるように構成するのが望ましい。サイズの変更の操作開始があった場合に上記同様
に通常モードへの自動的な移行を行わせ、またその操作終了後に上記同様にズームモード
への自動的な復帰を行わせることも可能である。但し、サイズ変更だけの場合には自動的
なモード切替を行わせないように構成してもよい。
【００１６】
　望ましくは、 前記ズームモードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作開始が
判定された場合に、前記全体画像の表示開始前に、前記通常モードへの移行を予告するた
めの移行予告情報がユーザーに対して提供される。自動的なモード切り替え（特に画像フ
リーズ）が突然に生じると、ユーザーにおいてストレスや不安感が生じる可能性があるが
、上記構成によれば、そのような問題を解消又は軽減できる。
【００１７】
　動作モードを変更する際には新しい送受信パラメータ等を再計算あるいは再設定する必
要があり、操作開始時点あるいは操作終了時点から実際に画像が切り替わるまでに一定の
時間が生じてしまう。その一方、グラフィックイメージは比較的に迅速に生成することが
可能であり、モード切替直後からその表示内容を更新することが可能である。よって、そ
のような処理速度の差を利用して、特定のグラフィック情報を移行予告情報として先行し



(6) JP 2014-188297 A 2014.10.6

10

20

30

40

50

て提供することが可能である。例えば、移行予告を示す図形、文字等を表示するようにし
てもよいし、画像切り替わりまでの大凡の残り時間をスライドバーで表示するようにして
もよい。移行予告を音の出力、発光素子の点灯、その他によって行うことも可能である。
【００１８】
　望ましくは、前記移行予告情報の提供は前記関心領域マーカーの先行表示である。関心
領域マーカーは、全体領域における関心領域の位置やサイズを示すグラフィックイメージ
であり、通常、関心領域の外形を示すものである。そのようなマーカーの先行表示は非常
に容易に実現可能である。しかも、通常画像が表示された以後も関心領域マーカーをその
まま表示し続けることが可能であるから、その表示制御も容易である。関心領域マーカー
が先行表示されれば通常画像が出る前から関心領域の大凡の空間的位置を認識できるとい
う利点も得られる。通常画像が出る前の段階において関心領域を移動させることができれ
ば、関心領域の設定の際の作業性を向上でき、関心領域の設定時間を短縮化することが可
能である。先行表示される関心領域マーカーと、画像切り替え後に表示される関心領域マ
ーカーとの間で色を異ならせるようにしてもよい。そのような構成によれば先行表示につ
いて暫定的なものであることを明確に認識でき、あるいは画像切り替え事実を明確に認識
できる。例えば、大きな関心領域が設定される場合や通常画像の形態と関心領域の形態と
が類似するような場合にそのような構成は有効である。
【００１９】
　望ましくは、前記移行制御手段は、前記ズームモードの実行中において前記入力手段の
操作開始が判定された場合に、最初に、前記ズーム画像上に前記関心領域マーカ―が先行
表示されるように制御を実行し、次に、前記ズーム画像が前記全体画像に切り替えられる
と共に当該全体画像上に前記関心領域マーカ―が引き続いて表示されるように制御を実行
する。
【００２０】
　望ましくは、前記通常モードの実行中において前記入力手段の操作完了が判定された場
合に、前記ズーム画像の表示開始前に、前記ズームモードへの復帰を予告するための復帰
予告情報がユーザーに対して提供される。この構成によれば、自動的な画像切り替えに先
立ってユーザーにその予告を行うことが可能であるからユーザーにおいて生じるストレス
や不安感を解消又は軽減できる。なお、復帰予告情報を得た時点でユーザーが入力手段を
再び操作すれば、拡大画像の自動的な復帰を回避でき、あるいは、自動的な復帰後に速や
かに通常モードへ再移行させることが可能である。
【００２１】
　望ましくは、前記復帰予告情報の提供は前記関心領域マーカーの先行消去である。但し
、通常画像の消去時まで関心領域マーカーの表示を継続させてもよい。復帰予告情報とし
て他のグラフィックが先行表示されてもよいし、所定の音や光が生じるようにしてもよい
。
【００２２】
　望ましくは、前記移行制御手段は、前記ユーザー入力手段に対して前記関心領域の位置
を変更する情報が入力された場合に前記操作開始を判定する手段と、前記操作開始が判定
された場合に送受信部に対して前記全体範囲に対して送受波を行うための新たな送受信条
件が設定されるように制御を行う手段と、を含む。
【００２３】
　望ましくは、前記復帰制御手段は、前記ユーザー入力手段における前回操作時からの経
過時間に基づいて前記ユーザー入力手段の操作完了を判定する手段と、前記操作完了が判
定された場合に送受信部に対して前記関心領域に対して送受波を行うための新たな送受信
条件が設定されるように制御を行う手段と、を含む。
【００２４】
　（２）本発明に係る超音波診断装置は、第１範囲に対して送受波を行って得られたデー
タに基づいて第１画像を形成する第１モードの実行を制御する第１モード実行制御手段と
、前記第１範囲内の関心領域に対して送受波を行って得られたデータに基づいて第２画像
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を形成する第２モードの実行を制御する第２モード実行制御手段と、前記関心領域の位置
及びサイズの少なくとも一方を変化させるユーザー入力を受け付けるユーザー入力手段と
、前記第２モードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作開始が判定された場合に
、当該超音波診断装置の動作モードを前記第２モードから前記第１モードへ移行させる移
行制御手段と、前記第１モードの実行中において前記ユーザー入力手段の操作完了が判定
された場合に、当該超音波診断装置の動作モードを前記第１モードから前記第２モードへ
復帰させる復帰制御手段と、 前記第２モードの実行中において前記ユーザー入力手段の
操作開始が判定された場合に、前記第１画像の表示開始前に、前記第１モードへの移行を
予告するための移行予告情報をユーザーに対して提供する提供手段と、を含むことを特徴
とするものである。望ましくは、第１範囲は関心領域を含むそれよりも大きな領域である
。望ましくは、第１モードが非ズームモードであり、第２モードがズームモードであるが
、両者がズーム率の異なるズームモードであってもよい。
【００２５】
　望ましくは、前記提供手段は、前記第１モードの実行中において前記入力手段の操作完
了が判定された場合に、前記第２画像の表示開始前に、前記第２モードへの復帰を予告す
るための復帰予告情報をユーザーに対して提供する。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、ズーム画像の表示に際してユーザーの操作上の負担を軽減できる。あ
るいは、ユーザーの明示的なモード変更入力なくして自動的に動作モードを変更できる。
あるいは、自動的な動作モードの変更に際してその事態を早期にユーザーに報知して画像
切り換わりの遅れに伴う不安やストレスを緩和できる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態を示すブロック図である。
【図２】通常モードでの表示内容とズームモードでの表示内容を示す図である。
【図３】自動移行制御と自動復帰制御を説明するための説明図である。
【図４】表示画像の構成を説明するための説明図である。
【図５】ズームモードから通常モードへの移行制御の一例を示すフロートチャートである
。
【図６】通常モードからズームモードへの復帰制御の一例を示すフロートチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２９】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されており、図１はその
全体構成を示すブロック図である。超音波診断装置は、例えば病院等の施設に設けられ、
生体に対する超音波の送受波により、超音波画像を形成する医療装置である。本実施形態
に係る超音波診断装置はズームモードを備えている。そのズームモードは書き込みズーム
モードである。
【００３０】
　図１において、プローブ１２は、生体の表面上に当接され、その当接状態において超音
波の送波及び受波を行う送受波器である。プローブ１２は、複数の振動素子からなるアレ
イ振動子を有している。アレイ振動子により超音波ビームが形成され、その超音波ビーム
が電子的に走査される。電子走査方式として、電子リニア走査方式、電子セクタ走査方式
等が知られている。プローブ１２に対して２Ｄアレイ振動子を設け、超音波ビームを二次
元走査することにより、三次元エコーデータ取込空間を形成するようにしてもよい。
【００３１】
　送受信部１４は送信ビームフォーマー及び受信ビームフォーマーにより構成されている
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。送信時において、送受信部１４からアレイ振動子に対して複数の送信信号が供給される
。これによりアレイ振動子から生体内へ超音波が放射される。受信時において、生体内か
らの反射波がアレイ振動子にて受波され、これによりアレイ振動子から複数の受信信号が
送受信部１４へ送られる。送受信部１４は、複数の受信信号に対する整相加算処理を実行
し、これにより整相加算後の受信信号としてのビームデータを出力する。
【００３２】
　信号処理部１６は、送受信部１４から出力されたビームデータを処理するモジュールで
ある。信号処理部１６は、例えば、検波器、対数変換器等の各種の信号処理ユニットを備
えている。信号処理後のビームデータがＤＳＣ（デジタルスキャンコンバータ）１８へ送
られる。
【００３３】
　ＤＳＣ１８は、補間機能及び座標変換機能を有し、送受波フレームを構成する複数のビ
ームデータに基づいて表示フレームすなわち超音波画像を形成するユニットである。本実
施形態においては、Ｂモード断層画像が形成されている。通常モードすなわち非ズームモ
ードにおいては、ビーム走査面の全体に対応する断層画像が形成され、ズームモードにお
いては、ビーム走査面内において設定された部分エリアとしての関心領域に対応するズー
ム画像がＢモード断層画像として形成される。本実施形態においては、ズームモードにお
いてＤＳＣ１８の出力としてのズーム画像が得られる。
【００３４】
　表示処理部２０は、超音波画像に対するグラフィックイメージの合成処理等を実行する
ものである。構成された表示画像データが表示部２２に送られる。表示部２２にはＢモー
ド断層画像が全体画像あるいはズーム画像として表示されることになる。表示部２２に三
次元超音波画像が表示されてもよい。
【００３５】
　制御部２４はＣＰＵ及び動作プログラムによって構成されている。図１においては、制
御部２４における主要な機能がブロックで示されている。具体的には、制御部２４は、送
受信制御部２６、モード切替制御部２８及びグラフィックイメージ生成部３０を有してい
る。
【００３６】
　送受信制御部２６は、送受信部１４の制御を行うものであり、通常モード又はズームモ
ードに応じて設定される送受信条件にしたがって送受信部１４に対して必要なパラメータ
群の設定等を行っている。
【００３７】
　モード切替制御部２８は、後に詳述する移行制御及び復帰制御を行うものである。移行
制御は、ズームモードの実行中において、自動的に通常モードへ移行させるものであり、
復帰制御は、通常モードの実行中において自動的にズームモードへ復帰させるものである
。このような移行制御及び復帰制御により、後に説明するように、作業性を向上でき、ま
たユーザーの負担を極めて軽減することが可能である。
【００３８】
　グラフィックイメージ生成部３０は、超音波画像に対してオーバーレイされるグラフィ
ックイメージを生成するモジュールである。本実施形態において、グラフィックイメージ
は関心領域を示すマークとしての関心領域マーカーを有している。それは複数のラインあ
るいはボックス形状を有するものである。本実施形態においては、通常モードにおいて、
断層画像上に関心領域マーカーを表示させることができ、それに加えて、自動的な移行制
御の段階で、フリーズ状態にあるズーム画像がまだ表示されている過程でそのズーム画像
上に関心領域マーカーを登場（先行表示）させることが可能である。これについては後に
詳述する。
【００３９】
　操作パネル３２は、複数のつまみや複数のスイッチを有するものであり、本実施形態に
おいて、操作パネル３２はトラックボールを有している。トラックボールは、関心領域の
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位置を変更する場合においてユーザーにより操作されるものである。本実施形態において
は、ズームモードにおいて、トラックボールの操作開始が判定された場合に上記の移行制
御が自動的に実行されている。また、そのようなトラックボールの操作の終了が判定され
た場合に、上記の復帰制御が自動的に実行されている。トラックボールに代えてマウス等
のポインティングデバイスを設けるようにしてもよく、またタッチパネルを利用するよう
にしてもよい。なお、関心領域のサイズは例えば所定のつまみの回転操作により変更され
る。
【００４０】
　ちなみに、制御部２４は、通常モードが選択されている場合に、その通常モードを実現
するための動作パラメータ群を各構成に対して設定する。同様に、ズームモードが選択さ
れている場合に、そのズームモードを実現するための動作パラメータ群を各構成に対して
設定する。モード切替時から、そのような設定が完了して実際に超音波の送受信が実行さ
れ、それにより得られたデータを処理して超音波画像が形成されるまでに、一定のタイム
ラグが生じることになる。そのようなタイムラグは、時としてユーザーにおけるストレス
あるいは不安感を生じさせるものである。そのような問題を回避あるいは軽減するために
、本実施形態においては後に説明するように予告情報の提供が行われている。
【００４１】
　図２には、表示画面上に表示される表示内容が示されている。（Ａ）は通常モードでの
表示内容を示しており、（Ｂ）にはズームモードでの表示内容が示されている。（Ａ）に
示す表示内容において、表示画面３４には非ズーム画像としての全体画像３６が表示され
ている。図示の例において、全体画像３６は電子セクタ走査方式によって生成されたもの
である。すなわち、全体画像３６は扇状の形態を有している。そのような全体画像３６上
には、必要に応じてあるいはズームモードへの移行に先立って、関心領域マーカー３８を
表示させることが可能である。関心領域マーカー３８は複数のラインにより構成され、そ
れはズームモードを実行した場合における拡大表示されるエリアを示している。関心領域
マーカー３８の形状、サイズ及び位置はユーザーにより自由に設定することが可能である
。なお、符号３８Ａは関心領域マーカー３８を移動させた後の状態を示している。
【００４２】
　このような関心領域マーカー３８によって指定されたエリアをズーム画像として表示す
る場合、ズーム用走査エリア４０が設定される。すなわちズーム用走査エリア４０は全体
画像３６に相当する走査面全体に対して部分的な領域を構成しており、具体的には、関心
領域を包含する扇状の領域である。それはビームライン４２及び４４の間の領域であり、
深さ方向のサイズ（診断レンジ）は全体画像３６よりも小さくなっている。そのズーム用
走査エリア４０におけるビーム密度を高めることにより、良好な分解能をもったズーム画
像を得ることが可能である。
【００４３】
　（Ｂ）にはズームモードでの表示内容が示され、具体的には、表示画面３４上に表示さ
れるズーム画像４６が示されている。そのズーム画像４６は関心領域の拡大画像に相当す
るものである。関心領域が再設定されると、送受信条件を改めて設定し直す必要があり、
そのような設定が完了した後に新たなズーム画像４６が画面上に表示される。
【００４４】
　図３には、上述した移行制御（Ｓ３）及び復帰制御（Ｓ４）の一例が概念図として示さ
れている。（Ａ１）は通常モードでの表示内容を示しており、（Ａ２）はズームモードで
の表示内容を示しており、（Ｂ）はユーザー操作内容を示しており、（Ｃ）は装置の動作
内容を示している。
【００４５】
　（Ａ１）に示すように、通常モードが実行されている状態においては、全体画像３６が
画面上にリアルタイム画像として表示される。図示の例では、全体画像３６上にズームを
行いたいエリアを示す関心領域マーカー３８も表示されている。関心領域マーカー３８の
位置及びサイズはユーザーによって任意に変更することが可能である。
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【００４６】
　Ｓ１で示すように、ユーザーによりズームモードへの切替指令を装置に対して与えると
、（Ａ２）で示すズームモードが実行され、拡大画像としてのズーム画像４６が画面上に
表示される。そのズーム画像４６は関心領域マーカー３８で定義された関心領域を表す画
像である。そのようなズーム画像４６を観察することにより、例えば対象組織を詳細に診
断することが可能である。
【００４７】
　他の部位を観察したい場合、関心領域の空間的な位置を変更する必要がある。その操作
がＳ２で示されている。図示の例においては、トラックボールが連続的にあるいは断続的
に操作されている。
【００４８】
　本実施形態においては、ズームモードにおいて、常時、トラックボールの動きが監視さ
れており、Ｓ２ａで示すように、トラックボールの操作開始が自動的に判定される。操作
開始が判定されると、ズーム画像４８がフリーズ状態となり、同時に、そのズーム画像４
８上に関心領域マーカー５０が先行表示される（Ｓ３ａ）。すなわち、本来であれば、操
作開始が判定された時点で、通常画像５２を直ちに表示し、その通常画像５２上に関心領
域マーカー５４を表示すべきであるが、通常画像５２の表示を開始するまでには一定のタ
イムラグが生じるため、本実施形態においては、本来であれば通常画像上に表示される関
心領域マーカー５４と同一の関心領域マーカー５０を画面上に先行表示させるようにして
いる。結果として、関心領域マーカー５０はフリーズ状態にあるズーム画像４８上に表示
されることになる。ズーム画像４８とその上に表示される関心領域マーカー５０は互いに
異なる座標系に従うものであるが、関心領域マーカー５０が先行表示されることにより、
間もなく画像の切替わりが発生するという事態を事前に認識することが可能である。また
、ユーザーにおいて、ビーム走査面全体をおよそ認識しているのが通常であるため、関心
領域マーカー５０が先行表示されれば、現状において関心領域が全体エリアにおけるどの
位置にどのサイズで設定されているのかについての情報をより早く得ることが可能である
。
【００４９】
　制御部においては、操作開始が判定された直後から、通常モードにおける通常画像を取
得するために動作パラメータ群の再設定等を行い、それが完了した段階をもって、Ｓ３ｂ
に示すように画像切替を実行する。すなわち、その時点において、表示画像５６が通常画
像６０に切り替わる。本実施形態においては、タイムラグΔＴ１の期間内においても関心
領域マーカーの位置等を変更させることが可能であり、図３において、符号５０Ａは変更
前の関心領域マーカーを示しており、符号５８は変更後の関心領域マーカーを示している
。画像切替後における通常画像６０上においては、関心領域マーカー５８と同じ大きさを
もって同じ位置に関心領域マーカー６２が表示される。同じ関心領域マーカーが継続的に
表示されていると理解することもできる。
【００５０】
　ちなみに、通常モードへ移行した後において、トラックボールの操作有無が逐次的に検
知され、新たな関心領域の位置が検出される都度、制御部においては、ズームモードを実
行するために必要な動作パラメータ群の再計算を実行している。上記の自動的な移行制御
の後、トラックボールが操作されると、それに応じて関心領域マーカー６２の位置が画面
上において変化することになる。これにより、全体エリアとの関係において適切な位置に
適切なサイズで関心領域を設定することが可能である。そのような過程においては、通常
モードが維持されるので、送受信条件は維持される。
【００５１】
　Ｓ２で示す位置変更操作が終了すると、自動的に復帰制御Ｓ４が実行される。具体的に
は、Ｓ２ｂで示すように、トラックボールの操作が終了すると、その終了から一定の期間
何も操作がなかったことをもって、Ｓ２ｃで示すように操作終了が判定される。
【００５２】
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　その終了判定タイミングで、通常画像６４がズーム画像６６に瞬時に切替わるのが望ま
しいが、上述したように送受信条件の変更には一定の時間がかかるため、直ちにズーム画
像６６を表示させることは困難である。すなわち、実際には、終了判定の後において装置
内における動作パラメータ等の設定が完了し、更に実際に送受信が行われて、それにより
得られたデータに基づいてズーム画像が形成された時点をもって、Ｓ４ｂで示すように画
像の切替えが自動的に行われる。すなわち、終了判定の時点Ｓ２ｃにおいて通常画像６４
がフリーズ状態とされ、一定のタイムラグΔＴ２を経た後、通常画像６４がズーム７０に
切替わることになる。
【００５３】
　本実施形態においては、終了判定が行われたタイミングをもって、通常画像６４上に表
示されていた関心領域マーカーが先行して消去されている。それがＳ４ａで示されている
。このような先行消去は自動的な復帰制御の予告に相当するものであり、画面上から関心
領域マーカーが消えることをもって、間もなく画像の自動的な切替わりが生じることを事
前に察知することが可能である。もっとも、全体画像との関係において関心領域をできる
だけ長く認識しておきたいというニーズがあれば、画像切替の時点まで関心領域マーカー
の表示を維持することも可能である。その場合において、望ましくは、他の情報をユーザ
ーに対して提供することにより復帰制御の予告を行うのが望ましい。
【００５４】
　本実施形態においては、実際の操作が終了した時点から終了判定がなされるまでの時間
長をプリセットすることが可能であり、すなわちユーザーによってその時間長を可変設定
することが可能である。例えばそのような時間長として０．３秒を挙げることができる。
その時間内においてトラックボールの操作が行われない場合、自動的な復帰制御が発動さ
れてしまうが、それがユーザーの意に反するものであれば、速やかにトラックボールを操
作すればよく、そのような操作により再びズームモードへの自動的な移行を行わせること
が可能である。
【００５５】
　したがって、ズームモードの実行中において、トラックボールを触るだけで自動的に通
常モードへの移行を行わせることができ、すなわち全体画像との関係において関心領域の
空間的位置を認識することが可能である。そして、関心領域の設定が完了した場合、トラ
ックボールへの操作を一定期間行わないことにより自動的にズームモードへ復帰させるこ
とができ、いずれの場合においても特別なモード切替操作は不要であるから、操作性を向
上でき、またユーザーの負担を大幅に軽減できるという利点を得られる。更に、本実施形
態においては、ズーム画像から通常画像への切り替わりが遅れることに鑑み、画像切替に
先立って移行予告情報を提供できるから、そのような情報によって不安感やストレスを軽
減できるという利点を得られる。更に、関心領域マーカーが先行して表示されるので、そ
の位置やサイズをより早く認識できるという利点を得られる。また、自動復帰の際に先行
領域マーカーを先行して消去させることにより画像切替の予告情報を得られるということ
が可能である。
【００５６】
　図４には表示画像の構成が概念図として示されている。（Ａ）には通常モードにおける
表示画像７２が示されている。その表示画像７２は超音波画像７４に対してグラフィック
イメージ７６を合成することにより構成される。グラフィックイメージ７６はグラフィッ
ク要素としての関心領域マーカーを含むものである。このような複数のプレーンの集合体
として表示画像７２が構成されている。（Ｂ）にはズームモードにおける表示画像７８が
示されている。その表示画像７８は超音波画像としてのズーム画像８０とグラフィックイ
メージ８２とからなるものである。ズームモードから通常モードへの移行に際しては、ズ
ーム画像８０から通常画像７４への切替わりが遅れるので、（Ｂ）で示すように、グラフ
ィックイメージ８２内に関心領域マーカーを含めておけば、表示画像７８上において関心
領域マーカーを先行表示させることが可能である。
【００５７】
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　図５には、上述した移行制御の一例がフローチャートとして示されている。図６には上
述した復帰制御の一例がフローチャートとして示されている。まず、図５を用いて移行制
御の一例について説明する。
【００５８】
　Ｓ１０においては、現在表示されている画像がズーム画像であるか通常画像であるかが
判断される。ズーム画像が現在表示されている場合、Ｓ１２において、トラックボールの
操作があったか否かが判断される。例えば、Ｘ方向の移動量及びＹ方向の移動量から操作
の有無が判定される。操作があったと判断された場合、Ｓ１４において、その操作が最初
の操作であるか否かが判断される。
【００５９】
　最初の操作であれば、Ｓ１６において操作開始が判定され、これによって移行制御が開
始される。具体的には、Ｓ１８で示すように、予告情報として関心領域マーカーが先行表
示される。その後に、あるいはその前に、Ｓ２０で示されるように、タイマが設定される
。例えば時間長として０．３秒がタイマに設定される。設定後直ちにタイマはダウンカウ
ントを開始する。Ｓ１８及びＳ２０の後にあるいはそれらと並行してＳ２２で示すように
、通常モード用パラメータ群の設定が開始される。Ｓ２４においては、本ルーチンを終了
させるか否かが判断され、終了させない場合にはＳ１２以降の各工程が繰り返し実行され
る。
【００６０】
　Ｓ１４において、最初の操作ではないと判断された場合、Ｓ２６において、マーカーの
表示位置が更新される。すなわちマーカー移動が実行される。Ｓ２０において上記同様に
タイマが設定され、それと同時にカウントダウンが開始される。Ｓ２８においては、通常
モード用パラメータ群の設定が完了し、送受信が実際に行われて通常モードに対応する通
常画像の取込みが完了したか否かが判断される。完了が判定された場合、Ｓ３０において
ズーム画像を通常画像へ切替える制御が実行される。その場合において、それまで表示さ
れていた関心領域マーカーはそのまま画面上に表示されることになる。Ｓ２８においては
、特別な操作なくして、画像メモリの内容の変更により結果としてズーム画像が通常画像
に切り替わってもよい。
【００６１】
　一方、Ｓ１０において、通常画像が表示されていると判断された場合、Ｓ３２において
トラックボールの操作があったか否かが判断され、その操作があったと判断された場合に
は、Ｓ２６において、上述したようにマーカーの表示位置が更新され、更にＳ２０におい
てタイマが設定されると共に、カウントダウンが開始される。以上のようなプロセスを繰
り返し実行している過程において、タイムアップに至った場合（カウントゼロに到達した
場合）には、図６に示す復帰制御が実行される。すなわち、図６に示す動作は常時実行さ
れているものである。
【００６２】
　図６において、Ｓ４０では、タイムアップが判定されると、Ｓ４２において、操作終了
が判定され、これにより復帰制御が開始される。具体的には、Ｓ４４において、ズームモ
ード用パラメータ群の計算及び設定が開始され、Ｓ４６において予告情報が提供される。
本実施形態においては、関心領域マーカーが先行して消去される。
【００６３】
　Ｓ４８においては、ズーム用パラメータ群の設定が完了し、更に実際に送受信が行われ
てズーム画像データが取り込まれた場合に、通常画像をズーム画像に切替える制御が実行
される。もっとも、画像メモリの内容が更新された時点で結果として画像が切り替わるよ
うにしてもよい。Ｓ５０において本ルーチンを終了させるか否かが判断される。終了させ
ない場合には、Ｓ４０以降の各工程が繰り返し実行される。
【００６４】
　以上のように、本実施形態によれば、ズームモードの実行中においてトラックボールを
操作すれば自動的に通常モードへ移行させることができ、すなわち全体画像との関係にお
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とが可能である。その場合においてユーザーの特別なモード切替操作は不要であり、操作
性を向上できる。同様に、そのような通常モードにおいて関心領域の設定が完了した場合
にはそれが自動的に判定され、自動的な復帰制御が実行される。したがって、通常モード
からズームモードへの復帰にあたって特別なスイッチ操作等を行う必要はなく、ユーザー
の操作性を向上することができる。例えば、そのような自動的な復帰が意に反するような
場合、直ちにトラックボールを操作すれば、再び通常モードへ自動的に移行することにな
るから、ユーザーの希望に反するような制御が強行的に行われてしまうという事態も回避
することが可能である。
【００６５】
　上記実施形態においては自動的な移行においてまた自動的な復帰において先行して予告
情報がユーザーに提供されるため、ユーザーにおいてその後において生じる事態を事前に
察知できるという利点が得られる。特に、関心領域マーカーが通常画像の表示に先立って
表示されるため、現在の関心領域の空間的位置やサイズをより早く認識することができ、
実際に通常画像が表示された以降において速やかに関心領域マーカーの移動操作等を行う
ことが可能となる。すなわち、ズーム画像から通常画像への切替にあたってはどうしても
タイムラグが生じがちであるが、上記構成によれば、そのようなタイムラグの発生を前提
としつつも、ユーザーにおける操作性を向上させることが可能である。
【００６６】
　上記実施形態においては、先行表示される関心領域マーカーとして通常モードにおいて
表示されるものと同様のマーカーが表示されていたが、両者間において例えば色相や形態
を異ならせることも可能である。そのような構成によれば、画像観察上において画像切替
わり地点を明確に認識できないような場合であっても、マーカーの表示内容の変化をもっ
てそれを報知できるという利点が得られる。
【００６７】
　上記の実施形態においては、電子セクタ走査方式が採用されていたが、他の電子走査方
式が採用される場合においても上記構成を適用することが可能である。例えばカラードプ
ラ画像が表示されるような場合においても上記構成を適用することが可能である。
【符号の説明】
【００６８】
　２４　制御部、２６　送受信制御部、２８　モード切替制御部、３０　グラフィックイ
メージ生成部。
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